
平成 26 年 10 月発行
宮城県環境生活部環境政策課

がんばるみやぎの
再エネ・３Ｒプロジェクト
■ やっかいな生木を活用したバイオマス熱利用
　　 株式会社丸本建設

■ 限りない挑戦 ― BDF の普及を支える勇者たち
　　 みやぎ BDF 連絡協議会

■ 環境産業コーディネーター（EIC）の熱意が
　 結実 ― キーコーヒー麻袋利活用プロジェクト
　　 キーコーヒー株式会社東北工場

・県政環境ニュース
・県政エコトピックス
・特集：環境政策課新エネルギー・省エネルギー補助金

Vol. 1

～宮城県環境産業の今を知る～
nvironmentalE ndustryI NOW



1

Vol. 1 contents

２　

が
ん
ば
る
み
や
ぎ
の
再
エ
ネ
・
３
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３　

や
っ
か
い
な
生
木
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用

　
　
︻
株
式
会
社
丸
本
建
設
（
気
仙
沼
市
）︼

５　

限
り
な
い
挑
戦
―
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
普
及
を
支
え
る
勇
者
た
ち

　
　
︻
み
や
ぎ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
連
絡
協
議
会
︼

７　

環
境
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）
の
熱
意
が
結
実

― 

キ
ー
コ
ー
ヒ
ー
麻
袋
利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
︻
キ
ー
コ
ー
ヒ
ー
株
式
会
社
東
北
工
場
（
仙
台
市
泉
区
）︼

９　

県
政
環
境
ニ
ュ
ー
ス

　
　
「
ダ
メ
だ
っ
ち
ゃ
温
暖
化
」
宮
城
県
民
会
議
が
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

12　

県
政
エ
コ
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
　

ト
ピ
ッ
ク
ス
１　

環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
を
委
嘱
し
ま
し
た

　
　

ト
ピ
ッ
ク
ス
２　

県
有
施
設
屋
根
貸
し
事
業
の
発
電
事
業
者
が
決
定
し
ま
し
た

　
　

ト
ピ
ッ
ク
ス
３　

う
ち
エ
コ
診
断
士
等
養
成
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

15　

特
集
：
環
境
政
策
課
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
金

　
　

普
及
進
む
太
陽
光
発
電
・
高
ま
る
事
業
者
の
省
エ
ネ
意
識

18　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
補
助
の
お
知
ら
せ

　
　

既
存
住
宅
の
断
熱
改
修
補
助
の
お
知
ら
せ



2

がんばるみやぎの
再エネ・３Ｒプロジェクト

　未曾有の被害をもたらした東日本大震災から早３年。

千年に一度といわれる大津波と，東京電力株式会社福島

第一原子力発電所の事故に伴う全国の原子力発電所の稼

働停止により，化石燃料の多くを輸入に依存している我

が国におけるエネルギー供給のぜい弱性が露呈しました。

　県内各地で生じたエネルギー不足は，エネルギーの大

切さを改めて認識させ，再生可能エネルギーなどの導入

やエネルギーの効率的利用などの省エネルギーの促進を

図り，化石燃料を効率的に利用することの重要性が改め

て認識されたところです。

　そのような中，県内では地道に再生可能エネルギーの

普及や産業廃棄物を有効利用した取組が進められていま

す。単に産廃として処理していた生木をリサイクルして

バイオマス熱利用を行う建設会社，天ぷら油を使った自

動車燃料を精製する事業者グループ，輸入に使った麻袋

の活用を広く進めるコーヒー製造会社――。取材班が，

県内各地で取り組まれている「みやぎのエネルギーの地

産地消」の現場を報告します。
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復
興
が
進
む
気
仙
沼
市
で

　

ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
―
重
機
が
土
煙
を
上
げ
て
、

忙
し
く
動
き
回
り
、
土
砂
を
積
ん
だ
大
型
ダ

ン
プ
が
走
り
去
る
―
―
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
―
千
年
に
一
度
の

大
津
波
が
襲
い
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
気
仙
沼
市
。
あ
れ
か
ら
３
年
。
少
し
ず

つ
、
復
興
の
つ
ち
音
が
響
き
始
め
、
地
元

の
水
産
加
工
団
地
が
新
た
な
建
屋
を
建
設

し
、
商
店
街
も
賑
や
か
さ
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
る
。
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
復
興
は

着
実
に
進
ん
で
い
く
。

　

気
仙
沼
市
で
は
、
復
興
計
画
に
基
づ
き
、

高
台
移
転
に
向
け
て
造
成
事
業
を
開
始
。
舞

根
地
区
を
は
じ
め
、
移
転
先
用
地
の
工
事
が

始
ま
っ
た
。

　

そ
ん
な
復
興
事
業
の
中
で
、
１
台
の
バ
ッ

ク
ホ
ー
が
う
な
り
を
上
げ
る
。
地
元
気
仙
沼

で
建
設
業
を
営
む
株
式
会
社
丸
本
建
設
が
所

有
す
る
重
機
だ
。
同
社
は
地
元
の
復
旧
・
復

興
に
貢
献
し
よ
う
と
、
発
災
直
後
か
ら
作
業

を
開
始
。
現
在
は
多
く
の
高
台
移
転
や
土
地

区
画
整
理
事
業
の
現
場
で
汗
を
流
す
。

　

丸
本
建
設
の
モ
ッ
ト
ー
は
徹
底
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
。
解
体
か
ら
廃
棄
物
処
理
ま
で

責
任
を
も
っ
て
自
社
施
工
、
適
正
処
理
・

管
理
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
発

生
す
る
産
業
廃
棄
物
も
極
限
ま
で
リ
サ
イ

ク
ル
し
、
最
終
処
分
場
へ
の
搬
入
を
最
小

限
に
抑
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
同
社
で
は
従
来
か
ら
建
築
工
事

や
解
体
工
事
で
発
生
す
る
廃
木
材
な
ど
を
、

やっかいな生木を活用したバイオマス熱利用
株式会社丸本建設（気仙沼市）
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隣
接
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
て
破

砕
・
チ
ッ
プ
化
し
、
大
型
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料

と
し
て
、
製
紙
会
社
や
合
板
会
社
に
納
入
し

て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の
造
成
工
事
で
発

生
す
る
の
は
、
そ
の
多
く
が
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
や
っ
か
い
な
生
木
や
抜
根
類
。
含
水
率
が

軒
並
み
１
３
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
め
て
高
い

た
め
、
チ
ッ
プ
化
し
て
も
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
マ
ル
チ
ン

グ
材
、
土
壌
改
良
材
と
し
て
限
定
的
に
再
利

用
し
て
い
る
ほ
か
は
、
や
む
を
得
ず
、
単
純

焼
却
を
行
っ
て
い
た
。

社
長
の
信
念
―

徹
底
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

　
「
廃
棄
物
を
極
力
出
さ
な
い
よ
う
努
力
し

て
き
た
当
社
と
し
て
は
忸
怩
た
る
思
い
。」

　

同
社
の
村
上
社
長
は
や
っ
か
い
だ
が
宝

の
山
に
思
え
て
な
ら
な
い
抜
根
類
を
ど
う

に
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
岩
手

県
に
本
拠
地
を
置
く
ボ
イ
ラ
ー
メ
ー
カ
ー

が
高
含
水
率
の
生
チ
ッ
プ
に
も
対
応
で
き

る
ボ
イ
ラ
ー
を
開
発
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。

こ
れ
だ
と
思
っ
た
村
上
社
長
は
導
入
を
検

討
。
そ
の
結
果
、
従
来
マ
ル
チ
ン
グ
材
、
土

壌
改
良
材
と
し
て
再
資
源
化
し
て
い
た
年

４
８
０
ト
ン
に
加
え
、
今
回
の
設
備
導
入

に
合
わ
せ
、
ボ
イ
ラ
ー
チ
ッ
プ
と
し
て
年

７
２
０
ト
ン
が
利
用
で
き
る
と
計
算
。
合

計
す
る
と
抜
根
か
ら
年
１
２
０
０
ト
ン
再

資
源
化
で
き
る
と
試
算
し
た
。

暖
房
用
の
灯
油
を
削
減

　
「
高
含
水
率
の
生
チ
ッ
プ
に
対
応
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
同
規
模
ボ
イ
ラ
ー
と
比
較
し

省
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
が
可
能
な
の
が
い
い
。」

　

村
上
社
長
は
、
こ
の
７
２
０
ト
ン
分
を
ボ

イ
ラ
ー
に
回
し
、
熱
回
収
を
行
う
こ
と
で
、

主
に
事
務
所
や
社
員
寮
の
暖
房
に
使
う
こ
と

を
考
案
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
使
用
し
て
い

た
灯
油
代
が
節
減
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
化

石
燃
料
を
使
用
す
る
こ
と
で
排
出
し
て
い
た

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
に
も
貢
献
で
き
る

と
判
断
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
、
県
が
募
集
を
開
始
し
て
い
た

「
み
や
ぎ
産
業
廃
棄
物
３
Ｒ
等
推
進
設
備
整

備
事
業
費
補
助
金
」
に
申
請
し
、
事
業
の
先

進
性
、
再
資
源
化
率
、
費
用
対
効
果
等
を
総

合
的
に
判
断
さ
れ
た
結
果
、採
択
を
受
け
た
。

幅
広
い
用
途
が
あ
る

バ
イ
オ
マ
ス
利
用

　

県
環
境
政
策
課
で
は
、
平
成
25
年
度
よ

り
、
従
来
か
ら
の
産
業
廃
棄
物
の
発
生
抑

制
・
再
資
源
化
等
に
加
え
、
産
業
廃
棄
物

系
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
資
源
）
の
利
活
用

に
注
力
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的
な
供
給
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
に
お
け

る
分
散
型
電
源
等
を
活
用
し

た
電
力
の「
地
産
地
消
」や「
相

互
融
通
」
が
喫
緊
の
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
、
大
き

く
木
質
系
、
畜
産
系
、
農
業
系
、

食
品
系
に
分
類
さ
れ
、
生
長
量

を
超
え
な
い
範
囲
で
の
利
用
で

は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
ゼ
ロ

と
み
な
す
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

活
用
は
、
循
環
型
社
会
の
構
築

だ
け
で
な
く
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
に
も
資
す
る
も
の

と
言
え
る
。
こ
の
丸
本
建
設
の

事
例
は
、
ま
さ
に
県
が
推
進
す

る
方
向
性
と
ぴ
っ
た
り
一
致
し

た
好
事
例
の
一
つ
だ
。

終
わ
り
な
き

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

　

同
社
は
、
既
に
地
域
の
有
志
企
業
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
結
成
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
目
指
し
た
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

普
及
を
推
進
し
て
お
り
、
木
材
を
原
料
と
し

た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
生
産
・
販
売
も
行
っ
て

き
た
。

　

村
上
社
長
は
、
さ
ら
な
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
模
索
中
。
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
熱
余
力
を
利
用
し

た
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
事
業
や
、
農
業
生
産

に
も
進
出
し
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
暖
房
に

も
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
い
な
ど
、
構

想
は
膨
ら
む
。

　

宮
城
県
全
体
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
て
、
県
と
し
て

も
、
事
業
者
を
支
援
し
て
い
く
予
定
だ
。

チップの原料となる生木や抜根類

【事業概要】
・産業廃棄物処分業
・産業廃棄物収集運搬業
・一般廃棄物処分業・収集運搬業
　「廃棄物　混ぜればゴミ・分ければ
資源」を基本理念に，廃棄物の適正処
理及びリサイクルに尽力している。
【所在地】気仙沼市東八幡前276
【電　話】０２２６－２３－６１０３
【ＵＲＬ】
http://www.garapa.co.jp/index.htm

株式会社丸本建設
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結
集
せ
よ
！
勇
者
た
ち
！！

　

主
に
飲
食
業
界
か
ら
排
出
さ
れ
る
使
用
済

み
の
食
用
油
、
こ
れ
が
軽
油
に
代
わ
っ
て
車

を
走
ら
せ
る
…
そ
ん
な
時
代
が
到
来
し
て
久

し
い
。
全
国
的
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
を
製
造
す
る
事
業
者
は
増
え
て

お
り
、
県
内
で
は
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
事
業
者
か

ら
な
る
「
み
や
ぎ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
連
絡
協
議
会
」
が

立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

協
議
会
の
発
起
人
は
名
取
市
の
株
式
会
社

オ
イ
ル
プ
ラ
ン
ト
ナ
ト
リ
。
代
表
の
武
田
社

長
は
、
ま
だ
ま
だ
改
良
の
余
地
が
あ
る
Ｂ
Ｄ

Ｆ
の
製
造
法
を
は
じ
め
と
す
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造

事
業
者
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

情
報
を
交
換
し
合
う
場
を
設
け
た
い
、
そ
し

て
、
よ
り
質
の
高
い
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
安
定
的
に
販

売
し
普
及
さ
せ
た
い
、と
の
強
い
思
い
か
ら
、

周
囲
に
声
を
掛
け
始
め
た
。

　

協
議
会
が
発
足
し
て
、
今
年
で
３
年
目
。

毎
年
、
メ
ン
バ
ー
が
増
え
、
現
在
で
は
12
社

が
加
入
し
て
い
る
。
年
に
数
回
、
県
南
か
ら

県
北
ま
で
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
事
業
者
が
集
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
成
果
を
報
告
す
る
な

ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
優
れ
て
い
る

！？

　

Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食
用
油
に

ア
ル
コ
ー
ル
類
と
ア
ル
カ
リ
触
媒
を
加
え
、
エ

ス
テ
ル
交
換
反
応
さ
せ
た
代
替
燃
料
で
あ
る
。

特
徴
と
し
て
、
原
料
と
な
る
油
脂
が
菜
種
な
ど

植
物
か
ら
で
き
て
お
り
、
生
育
時
に
二
酸
化
炭

素
を
吸
収
す
る
た
め
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
利
用
す
る
際

に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
は
ゼ
ロ
と
み

な
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
な
の
だ
。
つ
ま
り
、
軽
油
に
代
わ
っ
て

Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
利
用
す
る
と
、
廃
食
用
油
の
有
効
な

活
用
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
も
一
役
買
う
こ
と
に
な
る
。

皆
さ
ん
の
身
近
で
Ｂ
Ｄ
Ｆ
が

　

そ
れ
に
し
て
も
、
天
ぷ
ら
油
を
原
料
と
す

る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
で
本
当
に
車
が
走
る
の
だ
ろ
う

か
。
取
材
班
は
そ
れ
を
確
か
め
る
べ
く
、
登

米
市
へ
飛
ん
だ
。

　

緑
豊
か
な
登
米
市
登
米
町
。
所
有
す
る
10

台
の
廃
棄
物
収
集
運
搬
車
に
長
年
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を

使
用
し
て
い
る
の
は
、
同
市
の
有
限
会
社
日

本
環
境
開
発
会
社
。
金
森
専
務
か
ら
お
話
を

伺
っ
た
。

　
「
Ｂ
Ｄ
Ｆ
だ
か
ら
と
い
っ
て
走
行
に
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。
重
宝
し
て
い
ま
す
。」

　

金
森
専
務
は
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
性
能
に
太
鼓
判

を
押
す
。
日
本
環
境
開
発
会
社
は
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ

を
月
間
４
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
以
上
使
用
す
る

大
口
ユ
ー
ザ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。

　
「
弊
社
は
、
登
米
市
の
ゴ
ミ
回
収
も
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
分
、
弊
社
は
地
域
の
方
々

に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
使
用

車
両
が
近
く
を
走
る
と
、『
こ
れ
は
天
ぷ
ら

油
で
走
っ
て
い
る
の
！？
』
と
、
驚
き
、
喜
ん

で
も
ら
え
る
ん
で
す
よ
。」

　

Ｂ
Ｄ
Ｆ
使
用
車
両
に
貼
ら
れ
た
ス
テ
ッ

カ
ー
の
Ｐ
Ｒ
効
果
は
絶
大
だ
。

限りない挑戦 ― BDF の普及を支える勇者たち
BDF連絡協議会
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ち
な
み
に
、
同
社
は
、

「
宮
城
県
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
利
活
用
奨
励
金

交
付
事
業
」
を
活
用
し
て

い
る
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
協
議

会
を
は
じ
め
、
精
製
技
術

の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
、
継
続
し

て
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
利
用
し
て
い

る
う
ち
に
、
車
両
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
冬
期
の
使
用

制
限
に
よ
る
コ
ス
ト
高
が
深
刻
に
な
る
。
こ

れ
を
補
う
の
が
、
奨
励
金
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
取
材
班
は
、
県
環
境
政
策
課

環
境
産
業
振
興
班
が
奨
励
金
の
交
付
申
請
を

受
け
付
け
る
な
か
で
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
利
用
方
法
が

車
両
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
知
る
。発
電
機
、

農
業
用
機
械
、
工
事
用
重
機
な
ど
の
燃
料
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
が
解

決
す
べ
き
課
題
の
一
つ
に
、
気
温
の
低
下
に
伴

い
固
化
し
や
す
い
と
い
う
難
題
が
あ
る
。
し
か

し
、
発
電
機
の
よ
う
な
定
置
型
の
利
用
で
あ

れ
ば
、
そ
の
周
辺
の
温
度
を
高
く
す
る
な
ど
、

固
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
年
間
を

通
じ
た
利
用
も
夢
で
は
な
い
。
栗
原
市
の
株

式
会
社
く
り
こ
ま
く
ん
え
ん
で
は
、
ま
さ
に
、

Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
発
電
機
の
燃
料
と
し
て
利
用
し
て
お

り
、
そ
の
働
き
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

Ｂ
Ｄ
Ｆ
高
品
質
化
に
向
け
た

協
議
会
の
取
組

　

今
や
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
と

こ
ろ
で
、
様
々
な
用
途
に

利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
固
化
し
や
す
い

性
質
は
、
軽
油
代
替
燃
料

と
し
て
は
痛
い
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
再
び

オ
イ
ル
プ
ラ
ン
ト
ナ
ト
リ
。

取
材
班
は
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
冬

期
の
固
化
に
つ
い
て
、
武

田
社
長
に
聞
い
て
み
た
。

　
「
確
か
に
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
ま

だ
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冬
期
に
固
ま
る
の

は
、
廃
食
用
油
に
も
種
類
が
あ
る
か
ら
で
す
。」

　

近
年
の
傾
向
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
の
総
菜

コ
ー
ナ
ー
で
使
用
さ
れ
て
い
る
油
に
は
、
天

ぷ
ら
な
ど
を
カ
ラ
ッ
と
揚
げ
る
た
め
、
パ
ー

ム
油
が
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
当
然
、
廃
食
用
油
に
は
パ
ー
ム

油
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

が
、
パ
ー
ム
油
は
飽
和
脂
肪
酸
を
多
く
含
む

た
め
、
非
常
に
固
ま
り
や
す
い
。
よ
っ
て
、

こ
れ
を
原
料
と
し
て
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
精
製
し
た
場

合
、
従
来
の
精
製
法
で
は
、
冬
期
な
ど
低
温

条
件
下
で
は
固
化
す
る
場
合
が
あ
り
、
Ｂ
Ｄ

Ｆ
普
及
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
協
議
会
は
ど
う
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
「
利
用
者
の
皆
様
の
不
安
を
払
拭
す
る
た

め
、
冬
期
に
も
固
化
し
な
い
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
精
製
に

つ
い
て
、
産
・
学
・
官
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」

　

武
田
社
長
の
話
で
は
、
協
議
会
内
の
メ
ン

バ
ー
で
「
３
Ｒ
新
技
術
研
究
開
発
支
援
事
業
費

補
助
金
」
を
活
用
。
こ
の
補
助
金
に
よ
り
、
実

証
実
験
を
精
力
的
に
行
い
、
冬
期
に
も
固
化
し

な
い
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
精
製
方
法
を
研
究
し
て
い
る
。

　
「
関
係
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
だ
い
た
い

の
目
途
は
立
っ
て
き
ま
し
た
。
近
い
将
来
、

エ
ス
テ
ル
交
換
反
応
を
制
御
し
て
飽
和
脂
肪

酸
グ
リ
セ
リ
ン
と
結
び
つ
け
た
ま
ま
Ｂ
Ｄ
Ｆ

相
か
ら
分
離
さ
せ
る
こ
と
で
、
冬
期
に
も
安

心
し
て
使
っ
て
い
た
だ
け
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
精
製

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

Ｂ
Ｄ
Ｆ
が
足
り
な
い

！？

　

さ
て
、
こ
う
し
て
Ｂ
Ｄ
Ｆ
が
普
及
す
る
一

方
で
、
利
用
者
か
ら
は
「
も
っ
と
Ｂ
Ｄ
Ｆ
が

ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
声
に
十
分
に
応
え
る
た
め
に
は
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ

製
造
事
業
者
た
ち
が
英
知
を
結
集
さ
せ
、
技

術
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　

オ
イ
ル
プ
ラ
ン
ト
ナ
ト
リ
を
中
心
と
す
る

協
議
会
内
の
メ
ン
バ
ー
で
は
、
こ
の
問
題
の

解
決
の
た
め
に
も
「
３
Ｒ
新
技
術
研
究
開
発

支
援
事
業
費
補
助
金
」
を
活
用
し
、
歩
留
ま

り
を
高
め
、
よ
り
効
率
的
な
精
製
が
で
き
な

い
か
を
検
証
し
て
い
る
。

産
学
官
の
力
を
結
集
し
て

　
「
こ
の
補
助
事
業
で
は
、
県
内
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造

事
業
者
の
英
知
の
結
集
に
よ
り
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
精
製

法
の
研
究
が
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
東
北
大
学
名
誉
教
授
榎
本
兵
治
先
生

か
ら
研
究
全
般
に
わ
た
り
助
言
・
指
導
を
受
け
、

定
期
的
に
研
究
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
県
に
報
告

し
て
も
ら
い
、
学
識
者
等
で
構
成
さ
れ
る
中
間

報
告
会
で
課
題
解
決
に
向
け
て
様
々
な
意
見
を

取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
に
利
点
が
あ
り
ま
す
。」

　

補
助
金
の
担
当
者
で
あ
る
県
環
境
政
策
課

の
有
住
和
彦
主
任
主
査
は
、
補
助
事
業
に
よ

る
成
果
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　

県
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
と
環
境
保
全

の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
と
持
続
的
利
用
の
推
進
を
目

指
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
に
つ
い
て
は
、
ま
さ

に
産
業
廃
棄
物
の
有
効
利
用
と
二
酸
化
炭
素

削
減
と
い
う
二
つ
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
つ
上
、

そ
の
普
及
に
お
い
て
は
、
地
元
の
関
連
企
業

（
産
）
が
、
大
学
（
学
）
や
自
治
体
（
官
）

と
一
体
的
に
実
施
し
て
い
る
好
取
組
事
例
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
。

　

県
で
は
、
さ
ら
な
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
普
及
に
向

け
て
、
川
上
と
な
る
製
造
事
業
者
の
品
質
向

上
の
た
め
の
取
組
支
援
か
ら
川
下
と
な
る

ユ
ー
ザ
ー
へ
の
奨
励
金
交
付
に
至
る
ま
で
、

き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
続
き
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

【事業概要】
　平成 24年，県内のＢＤＦ製造事
業者により結成。ＢＤＦの品質向上
や精製技術の向上に向けた活動を
行っている。

【所在地】名取市増田３－４－３
（代表：株式会社オイルプラントナトリ）
【電　話】０２２－３８２－２７１３
【ＵＲＬ】
http://www.opnatori.co.jp/

みやぎ BDF 連絡協議会

「天ぷら油でごみ回収しています」の
ステッカーが目を引く
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芳
醇
な
香
り
？

―
コ
ー
ヒ
ー
豆
満
載
の
麻
袋

　

仙
台
市
泉
区
に
位
置
す
る
泉
パ
ー
ク
タ
ウ

ン
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
。
閑
静
な
住

宅
地
を
少
し
進
ん
だ
工
業
団
地
で
操
業
す
る

キ
ー
コ
ー
ヒ
ー
株
式
会
社
東
北
工
場
。
こ
こ

は
、全
国
に
４
箇
所
あ
る
工
場
の
一
つ
で
あ
り
、

世
界
中
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
国
か
ら
選
び
ぬ
か

れ
た
コ
ー
ヒ
ー
生
豆
が
集
ま
る
。
個
性
あ
る

コ
ー
ヒ
ー
豆
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
い
し
さ
を

最
大
限
に
引
き
出
さ
れ
、そ
の
品
質
が
高
ま
っ

た
の
ち
、
日
本
中
の
家
庭
や
喫
茶
店
な
ど
に

安
全
に
届
け
ら
れ
る
。
同
社
は
、
90
年
以
上

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
づ
く
り
を
続
け
て
き

た
経
験
と
技
術
力
、
そ
し
て
「
お
い
し
い
コ
ー

ヒ
ー
を
届
け
た
い
」
と
い
う
強
い
想
い
を
持

ち
、
誰
に
も
負
け
な
い
コ
ー
ヒ
ー
へ
の
情
熱
を

商
品
に
吹
き
込
ん
で
い
る
。
東
北
工
場
の
年

間
生
産
量
は
約
６
５
０
０
ト
ン
。
世
界
の
コ
ー

ヒ
ー
生
産
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
生

豆
は
、
麻
袋
に
よ
っ
て
大
切
に
包
ま
れ
て
い

る
。
コ
ー
ヒ
ー
生
豆
は
、
麻
袋
か
ら
取
り
出

さ
れ
、
工
場
内
の
生
産
ラ
イ
ン
へ
送
ら
れ
る
。

こ
の
ま
ま
じ
ゃ
も
っ
た
い
な
い

　

東
北
工
場
で
排
出
さ
れ
る
主
な
産
業
廃
棄

物
は
、
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
生
豆
を
取
り
出
し
た

後
の
麻
袋
。
年
間
50
か
ら
60
ト
ン
も
の
量
が

発
生
す
る
。
こ
の
ま
ま
廃
棄
物
と
し
て
処
理

す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
―
―
。
同
工
場
で

は
、
こ
れ
ら
を
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
す

る
の
で
は
な
く
、
有
効
活
用
し
た
い
と
い
う

想
い
が
強
か
っ
た
。

工
場
長
と
の
出
会
い

　

と
き
は
、
平
成
25
年
11
月
。
宮
城
県
環
境

事
業
公
社
主
催
「
廃
棄
物
の
適
正
処
理
・
再

資
源
化
研
究
会
」
の
講
演
者
の
一
人
だ
っ
た

東
北
工
場
の
佐
光
工
場
長
の
話
に
県
環
境
政

策
課
の
三
関
俊
之
環
境
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）
は
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。
ひ
と
と
お
り
聞
き
終
わ
っ
た
三
関
Ｅ

Ｉ
Ｃ
は
、
麻
袋
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
が
で

き
な
い
か
、
ア
ポ
を
取
る
。

　
「
麻
袋
は
建
築
の
補
強
材
（
漆
喰
の
原
料
）

と
し
て
、
関
東
方
面
の
建
築
業
者
に
無
償
提

供
す
る
も
、
出
荷
量
が
低
迷
。
Ｒ
Ｐ
Ｆ
原
料

と
し
て
の
活
用
方
法
も
あ
る
が
、
処
理
費
用

が
高
く
、
そ
も
そ
も
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

は
本
意
で
は
な
い
。
麻
袋
の
特
徴
か
ら
エ
コ

バ
ッ
グ
等
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
が
量
的
に

は
微
々
た
る
も
の
で
す
。」

　

快
く
会
談
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
佐
光
工

場
長
は
、
三
関
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
相
談
し
た
。
新
た

な
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
先
を
探
求
し
て

い
た
佐
光
工
場
長
の
た
め
に
何
か
マ
ッ
チ
ン

グ
事
例
を
支
援
で
き
な
い
か
―
。
三
関
Ｅ
Ｉ

Ｃ
は
早
速
自
己
の
経
験
と
人
脈
を
フ
ル
活
用

し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
に
移
す
。

造
園
業
が
活
用

　

三
関
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
平
成
23
年
度
か
ら
県
の

環境産業コーディネーター（EIC）の熱意が結実
― キーコーヒー麻袋利活用プロジェクト

キーコーヒー株式会社東北工場（仙台市泉区）
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
企
業
の
産
業

廃
棄
物
の
発
生
抑
制
の
た
め
の
支
援
や
、
産

業
廃
棄
物
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
支
援
し
て
き
た
。
得

意
分
野
は
建
設
業
界
と
製
造
業
。
早
速
こ
れ

ま
で
の
人
脈
を
使
っ
て
様
々
な
業
界
の
コ
ン

タ
ク
ト
パ
ー
ソ
ン
と
連
絡
を
取
っ
た
。

　

ま
ず
は
宮
城
県
造
園
建
設
業
協
会
を
訪

問
。
造
園
や
園
芸
用
資
材
と
し
て
使
っ
て
も

ら
え
な
い
か
協
会
に
概
要
を
説
明
し
た
。
造

園
設
計
や
施
工
、
管
理
を
行
う
仙
台
市
内
の

株
式
会
社
瑞
鳳
園
が
興
味
を
示
し
て
く
れ
る

と
連
絡
が
あ
っ
た
の
は
そ
の
後
ま
も
な
く
で

あ
っ
た
。

　

造
園
業
界
で
の
感
触
を
つ
か
ん
だ
三
関
Ｅ

Ｉ
Ｃ
は
よ
り
大
規
模
に
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を

行
お
う
と
、
仙
台
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
仙

台
）
を
訪
れ
る
。
興
味
を
示
し
て
く
れ
た
Ｊ

Ａ
の
担
当
者
か
ら
、
同
社
の
広
報
誌
に
麻
袋

の
利
活
用
に
つ
い
て
広
報
し
て
く
れ
る
と
の

約
束
を
取
り
付
け
た
。

業
界
誌
広
報
の
効
果
絶
大

　

コ
ー
ヒ
ー
生
豆
を
効
率
よ
く
取
り
出
す
た

め
、
工
場
内
で
麻
袋
は
中
央
か
ら
半
分
に

切
っ
て
あ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
も
袋
状
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
麻
袋
１
枚
あ
た
り
が
横

約
70
セ
ン
チ
、
高
さ
約
50
セ
ン
チ
、
重
さ
約

３
０
０
グ
ラ
ム
と
使
い
勝
手
の
よ
い
サ
イ
ズ

に
も
な
っ
て
い
る
せ
い
か
、
Ｊ
Ａ
の
広
報
や

業
界
新
聞
へ
の
記
事
掲
載
後
、
キ
ー
コ
ー

ヒ
ー
の
麻
袋
を
活
用
し
た
い
と
い
う
農
家
や

造
園
業
者
が
続
出
。
雑
草
の
発
生
を
抑
制
す

る
た
め
の
敷
布
と
し
て
農
地
の
地
面
に
お
い

た
り
、
植
木
の
根
巻
き
に
も
利
用
さ
れ
た
り

し
て
い
る
と
い
う
。

利
用
者
の
声
は

　

キ
ー
コ
ー
ヒ
ー
の
麻
袋
を
実
際
に
利
用
す

る
仙
台
市
の
し
い
た
け
農
家
・
加
藤
英
夫
さ

ん
に
話
を
聞
い
て
み
た
。

　

こ
こ
根
白
石
に
は
、
し
い
た
け
農
家
が
多

く
、
加
藤
さ
ん
も
30
年
続
く
し
い
た
け
農
家

だ
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
て
以

来
、
風
評
被
害
に
遭
い
、
し
い
た
け
栽
培
か

ら
手
を
引
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
農
家
も

半
数
近
く
。
そ
の
中
で
、
加
藤
さ
ん
は
、
贔

屓
客
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
で

き
る
限
り
の
工
夫
を
し
て
、
し
い
た
け
栽
培

を
続
け
て
い
る
。

　

加
藤
さ
ん
が
麻
袋
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、

や
は
り
業
界
新
聞
の
小
さ
な
記
事
か
ら
。
す

ぐ
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
走

ら
せ
、
キ
ー
コ
ー
ヒ
ー

へ
行
っ
て
み
た
。
お
好

き
だ
と
い
う
コ
ー
ヒ
ー

の
香
り
が
す
る
工
場
で

受
け
取
っ
た
麻
袋
は
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い

の
３
０
０
枚
。
２
回
目

は
５
０
０
枚
を
譲
り
受

け
て
き
た
。
ち
な
み
に
、

麻
袋
そ
の
も
の
か
ら
は

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
は
あ
ま
り
し
な
い
そ
う
だ
。

持
ち
帰
ら
れ
た
麻
袋
は
、
茄
子
や
き
ゅ
う
り

の
苗
の
間
に
き
れ
い
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
麻
袋
を
敷
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
、
雑

草
が
生
え
な
い
ん
だ
よ
ね
。」
と
、
興
味
深

そ
う
に
語
る
加
藤
さ
ん
。

　

よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
畑
を
見
る
限
り
、

加
藤
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
丹
念
に
草
む
し
り

を
し
て
い
た
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
除
草

の
手
間
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
加
藤
さ
ん

の
作
業
負
担
を
大
い
に
軽
減
さ
せ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
野
菜
畑
に
踊
る
ブ
ラ
ジ
ル
や
コ
ロ
ン

ビ
ア
の
文
字
…
作
業
の
合
間
に
海
の
向
こ
う

の
こ
と
を
考
え
た
り
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

続
い
て
、
加
藤
さ
ん
の
本
職
で
あ
る
し
い

た
け
栽
培
へ
の
活
用
方
法
。
県
外
か
ら
取
り

寄
せ
た
原
木
に
泥
が
跳
ね
な
い
よ
う
、
ハ
ウ

ス
の
中
に
麻
袋
を
敷
き
、
そ
の
上
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
並
べ
、
よ
う
や
く
そ
の
上

に
原
木
を
置
く
と
い
う
こ
だ
わ
り
様
で
あ
る
。

　
「
震
災
の
前
の
よ
う
に
、
３
棟
の
ハ
ウ
ス

い
っ
ぱ
い
に
し
い
た
け
を
作
り
た
い
。」
大

切
に
保
管
さ
れ
芽
切
り
の
時

を
じ
っ
と
待
つ
原
木
を
見
つ

め
な
が
ら
、
加
藤
さ
ん
は
切

な
る
思
い
を
述
べ
た
。

　
「
麻
袋
は
も
ろ
く
な
っ
て

も
自
然
に
還
る
だ
け
。
捨
て

ら
れ
て
は
ゴ
ミ
に
な
る
が
、

使
え
る
も
の
は
で
き
る
限
り

活
用
し
た
い
。」
穏
や
か
な

口
調
な
が
ら
、
環
境
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
を
は
っ
き
り

と
感
じ
さ
せ
る
一
言
で
あ
っ
た
。

Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
醍
醐
味

　
「
通
常
、
週
３
日
程
度
県
内
の
企
業
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
廃
棄
物
の
有

効
活
用
策
や
省
エ
ネ
化
な
ど
の
相
談
を
承
り

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
回
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
中
で
、
お
話
を
伺
っ
て
い
る
う
ち
に
、
廃

棄
物
を
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
企
業

と
そ
れ
を
活
用
し
た
い
企
業
や
団
体
と
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
実
現
し
た
と
き
が
こ
の

仕
事
の
醍
醐
味
。
今
回
の
麻
袋
の
件
も
こ
の

一
環
で
す
。」

　

麻
袋
の
有
効
活
用
に
奔
走
し
た
三
関
Ｅ

Ｉ
Ｃ
は
環
境
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
の
役
割
と
意
義
を
こ
う
話
す
。
今
後

は
こ
の
麻
袋
の
さ
ら
な
る
活
用
に
向
け
て
、

農
業
・
造
園
業
界
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る
と

と
も
に
、
畳
床
な
ど
へ
の
活
用
な
ど
新
た

な
分
野
へ
も
積
極
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
て
い
く
予
定
だ
。

泥から原木を守る麻袋

【事業概要】
　海外におけるコーヒー農場事業から，
コーヒーの製造，販売並びにコーヒー関連
事業経営に至るまでのコーヒー総合企業
　工場では，個性あるコーヒー豆それ
ぞれのおいしさを最大限に引き出し，
その品質を高めている。
【所在地】仙台市泉区明通３－17
　　　　　（泉パークタウン工業団地内）
【電　話】０２２－３７８－２１３２
　　　　　担当：佐光・佐藤

キーコーヒー株式会社
東北工場
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総
会
・
各
委
員
会
が
キ
ッ
ク
オ
フ

　

県
民
運
動
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と
し
て
、
平
成

26
年
６
月
10
日
に
総
会
が
県
庁
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
に
は
、
環
境
関
係
団
体
、
教

育
関
係
団
体
、
事
業
者
団
体
、
消
費
者
団
体
、

報
道
機
関
、
行
政
関
係
団
体
等
か
ら
多
数
の

団
体
が
出
席
し
ま
し
た
。
佐
野
好
昭
県
環
境

生
活
部
長
か
ら
、「
地
球
温
暖
化
は
大
変
重

要
で
深
刻
な
環
境
問
題
で
あ
り
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
向
け
た
県
民
運
動
を
、
行
政
・
県

民
・
各
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
全
県
に
拡

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
は
、
県
民
会
議
の
趣

旨
、
組
織
改
編
の
概
要
、
実
際
に
活
動
を
行

う
「
企
画
委
員
会
」
や
「
温
暖
化
対
策
普
及

促
進
委
員
会
」
等
の
説
明
が
な
さ
れ
、
全
会

一
致
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
委
員
会
の
初
会
合
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
温
暖
化
対
策
普
及
促
進
委
員
会
」
に
は
、

「
家
庭
部
会
」
と
「
事
業
者
部
会
」
が
設
け
ら

れ
、「
家
庭
部
会
」
で
は
、県
民
の
皆
様
に
対
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減
等
の
意
識
づ
け
を

行
う
と
と
も
に
、
一
般
家
庭
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
取
組
事
例
の
紹
介
や
自
治
体
等
に

お
け
る
支
援
施
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
を
通
し
て
、
一

般
家
庭
の
さ
ら
な
る
温
暖
化
対
策
を
推
進
し

て
い
く
方
針
の
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
事
業
者
部
会
」
で
は
、
特
に
民
生
業
務

や
運
輸
部
門
の
取
組
が
期
待
さ
れ
る
と
し

て
、
各
業
界
団
体
が
発
行
す
る
業
界
誌
・
広

報
等
を
活
用
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
啓

発
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
受
講
の
推
奨
、
事

業
者
に
よ
る
地
域
の
学
校
・
福
祉
施
設
等
へ

環
境
教
育
の
実
施
な
ど
の
依
頼
が
な
さ
れ
、

各
事
業
者
に
お
い
て
自
主
的
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

　

そ
れ
で
は
、
県
内
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
部
門
別
構
成
で
分

析
す
る
と
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
度
で

は
民
生
部
門
、
産
業
部
門
、
運
輸
部
門
の
順

に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
（
11
頁
の
表
及
び

グ
ラ
フ
を
参
照
）。
平
成
２
（
１
９
９
０
）

年
度
と
の
比
較
で
見
る
と
、
産
業
部
門
が
大

き
く
減
少
し
て
い
る
一
方
、
民
生
部
門
が
大

き
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

部
門
ご
と
に
傾
向
を
見
る
と
、
産
業
部
門

で
は
製
造
業
、
農
林
水
産
業
は
減
少
傾
向
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
建
設
業
・
鉱
業
で
は

震
災
後
、
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、民
生
部
門
で
は
、平
成
２（
１
９
９
０
）

年
度
と
の
比
較
で
、
民
生
家
庭
部
門
が
57
・

８
パ
ー
セ
ン
ト
増
、
民
生
業
務
部
門
が
53
・

２
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
生
家

庭
部
門
で
は
、
全
国
平
均
を
上
回
る
世
帯
数

の
増
加
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
向
上
を
上

回
る
速
度
で
家
電
製
品
が
普
及
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
背
景
に
、
排
出
量
が
大
き
く
増
え

て
い
る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

「ダメだっちゃ温暖化」宮城県民会議が
再スタートしました

県政環境ニュース

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
宮
城
県
。

復
旧
や
復
興
が
進
み
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
や
経

済
が
徐
々
に
震
災
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
昨

今
で
す
が
、
同
時
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
世
帯
数
の
増
加
や
家
電
、
Ｏ
Ａ
機
器
の

普
及
な
ど
、
特
に
民
生
部
門
に
お
い
て
、
震
災
以

外
の
構
造
的
な
要
因
と
し
て
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、「
県
民
総
ぐ
る
み
行

動
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
導
入
促
進
）
に
よ
る
排
出
削
減
目
標
の

達
成
」
を
目
的
と
し
て
、「『
ダ
メ
だ
っ
ち
ゃ
温
暖
化
』

宮
城
県
民
会
議
」
を
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
県
民
会
議
は
平
成
20
年
に
発
足
し
た
も
の

で
す
が
、
そ
の
後
の
震
災
等
の
影
響
に
配
慮
し
、

当
面
休
止
し
て
い
た
も
の
を
こ
の
度
再
始
動
さ
せ

た
も
の
で
す
。

　

県
民
や
事
業
者
の
方
々
に
は
一
人
ひ
と
り
の
自

主
的
な
取
組
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
宮
城
県
を
低
炭
素
社
会
と
し
て
再

構
築
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ま
た
、
民
生
業
務
部
門
で
は
、

オ
フ
ィ
ス
や
商
業
施
設
の
延
床
面

積
の
拡
大
、
パ
ソ
コ
ン
、
コ
ピ
ー

機
な
ど
の
Ｏ
Ａ
機
器
の
普
及
に
伴

う
電
力
消
費
量
の
増
加
等
に
よ
り

排
出
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
運
輸
部
門
で

は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電
気
自

動
車
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
自
動
車
登
録
台
数
の
増
加

等
に
よ
り
、
排
出
量
は
、
平
成
２

（
１
９
９
０
）
年
度
と
の
比
較
で
約

13
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

県
民
一
人
ひ
と
り
の

協
力
で
低
炭
素
化
社
会
へ

　

県
民
会
議
で
は
、
総
会
の
も
と
に

設
置
さ
れ
る
各
委
員
会
に
お
い
て
無

理
の
な
い
省
エ
ネ
や
再
エ
ネ
の
普
及

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

特
に
県
民
会
議
の
核
と
な
る
「
温

暖
化
対
策
普
及
促
進
委
員
会
」
で

は
「
家
庭
部
会
」
と
「
事
業
者
部
会
」

と
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に

合
わ
せ
た
展
開
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
家
庭
部
会
」
に
お
い
て
は
、

み
や
ぎ
・
環
境
と
く
ら
し
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
）
や
東

北
電
力
株
式
会
社
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
家
庭
に
お
け
る
節
電
・
省

エ
ネ
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
行

動
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
促
進
を

図
る
た
め
、
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
や
仙
台
89
Ｅ
Ｒ

Ｓ
と
連
携
し
た
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
ほ
か
、
う
ち
エ
コ
診
断
の
利
用
促
進
、

既
存
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
補
助
事
業
等
を
通

し
て
、
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
事
業
者
部
会
」
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
東
北
支
部
、
東
北
経
済
連
合
会
、
宮

城
県
商
工
会
議
所
連
合
会
等
の
業
界
団
体
や

各
種
団
体
を
通
し
て
、
傘
下
の
県
内
事
業
者

を
対
象
に
、
事
業
者
に
お
け
る
省
エ
ネ
事
例

の
紹
介
と
共
有
、
省
エ
ネ
診
断
の
利
用
促
進
、

事
業
者
の
統
一
的
行
動
の
啓
発
等
を
図
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
宮
城
県
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
事

務
局
を
通
し
て
、
県
内
で
展
開
し
て
い
る
18
の

エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
対
し
、
業
種
や
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
活
動
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
エ
コ
タ
ウ
ン
推
進
委
員
会
」

や
必
要
に
応
じ
て
設
置
す
る「
個
別
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
県
民
総

ぐ
る
み
で
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
県
民
や
事
業
者
の
皆
様
に

お
い
て
は
、
節
電
や
省
エ
ネ
行
動
に
努
め
て

い
た
だ
く
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
効
率
的
に
利
用

さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が
な
さ
れ

る
低
炭
素
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、県
環
境
政
策
課
温
暖
化
対
策
班
（
電
話
：

０
２
２

－

２
１
１

－

２
６
６
１
）
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図：ダメだっちゃ温暖化・県民会議の組織ツリー

県政環境ニュース
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県内の部門別二酸化炭素（CO2）排出量の推移
出典：宮城県地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

県内の部門別二酸化炭素（CO2）排出量の推計結果〈表〉

〈グラフ〉

県政環境ニュース

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

1990 1995 2000 2005 2009 2010 2011
（年度）

（千t）

CO2（廃棄物部門）

CO2（運輸部門）

CO2（民生部門）

CO2（産業部門）

CO2（転換部門）

19,549

23,255 23,697

20,276 19,107 18,511

（速報値）

25,219

（単位：千 t）

部　門 1990 1995 2000 2005 2009 2010 2011
（速報値）

電気事業 346 247 240 96 49 66 25
ガス事業 60 77 15 7 8 7 4
転換部門計 405 324 255 103 57 74 29

製造業 8,196 11,430 8,552 8,337 6,239 5,250 3,623
建設業・鉱業 445 568 432 377 304 286 924
農林水産業 841 654 552 526 568 546 384
産業部門計 9,482 12,652 9,536 9,239 7,112 6,083 4,932

家庭 2,224 2,921 3,168 3,769 3,408 3,510 3,816
業務 2,460 3,130 3,580 3,996 3,971 3,768 4,024

民生部門計 4,685 6,051 6,749 7,765 7,379 7,279 7,840
自動車 4,117 5,079 5,435 5,452 4,692 4,773 4,845
鉄道 83 90 83 97 86 76 82
船舶 242 279 282 238 192 131 115
航空 92 189 222 175 155 138 62

運輸部門計 4,533 5,637 6,022 5,963 5,126 5,117 5,103
一般廃棄物 422 471 549 511 451 444 475
産業廃棄物 22 84 144 116 151 112 132
廃棄物部門計 444 555 693 627 603 555 607
合　計 19,549 25,219 23,255 23,697 20,276 19,107 18,511

※値は四捨五入の関係で合計値が一致しない箇所があります。　　　　　　　　　出典：宮城県地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
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氏　名 主な活動実績・得意分野（｢　｣ は演題例） 窓　口

荒井　重行 ｢パックテストを使った水質浄化の実験｣　｢鉱山の
水の浄化について｣

大崎保健所
（0229-87-8002）

千田　信良 「バイオマスエネルギーを利用したエネルギーの地
産地消」

戸島　潤

「渡り鳥マガンの生態について」　「ラムサール条約
と水田の役割」　「遊水地の管理と自然環境の維持
について」　「エコツーリズムと地域振興について」　

「ヨシ刈りとバイオマスペレットについて」　「絶滅
の恐れのある動植物の保全について」

千葉　智恵 ｢省エネで暮らしをリフレッシュ｣　｢省エネルギー
の推進｣　｢家庭でできる節電対策｣

石巻保健所
（0225-95-1418）兼子　佳恵 ｢エコクッキング｣　｢エコ工作｣　｢こどもエコクラ

ブのサポーターとして｣

佐藤　　堯 森林等植物観察　自然体験活動　「石巻の山と植生，
川と水生動物について」

千葉　清幸 ｢我が家の省エネ｣ , 省エネ法 ･ 地球温暖化対策基本
法 ･ 環境マネジメントシステム解説

気仙沼保健所
（0226-22-5127）

菊地ひろ子

｢豊かな未来を次世代に～ストップザ温暖化～今私
たちにできること｣　｢気軽でお得な自己流エコライ
フ～環境に配慮する人になるために～｣　「冬を暖か
く過ごそう、地球にもやさしく」　「新聞紙でマイ
バックづくり」　「風呂敷活用術」

　
「
子
ど
も
達
の
学
習
に
、
省
エ
ネ
や
森
林

の
体
験
学
習
の
こ
と
を
取
り
入
れ
た
い
ん

だ
け
ど
…
。」「
会
社
の
従
業
員
に
、
環
境

管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
話
を
し
て
、
環
境

対
策
を
徹
底
し
た
い
の
だ
が
…
。」
そ
の
よ

う
な
御
用
命
に
対
応
す
る
「
環
境
教
育
リ
ー

ダ
ー
」
の
委
嘱
式
が
平
成
26
年
４
月
24
日

に
県
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
教
育

リ
ー
ダ
ー
は
、
地
球
環
境
、
自
然
環
境
保

全
、
廃
棄
物
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
省
エ
ネ
、

節
電
、
エ
コ
な
ど
の
環
境
教
育
や
環
境
保

全
活
動
に
つ
い
て
知
識
と
経
験
を
持
っ
て

い
る
方
々
で
、
今
年
度
は
24
名
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
県
民
や
事
業
者
の
皆
様
か
ら
の
要

請
に
応
じ
て
、
環
境
教
育
や
環
境
保
全
活
動

を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
講
演
会
や
学
習

会
、
観
察
会
な
ど
で
、
講
師
と
し
て
講
演
や

講
義
、
指
導
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
藁わ
ら

谷が
い

哲
郎
さ

ん
は
、「
前
職
で
産
業
廃
棄
物
の
発
生
抑
制

や
再
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ゴ

ミ
問
題
、
リ
サ
イ
ク
ル
（
３
Ｒ
）、
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
専
門
な
の
で
、
お

気
軽
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。」
と
話
し
て
い

ま
す
。

　

環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
の
派
遣
を
希
望
す
る

方
は
、
所
轄
の
県
保
健
所
（
仙
台
市
の
方
は

県
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
）
又
は
県
環
境
政
策

課
環
境
計
画
推
進
班
（
電
話
：
０
２
２

－

２
１
１

－

２
６
６
３
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

県政エコトピックス

環境教育リーダーを委嘱しました
Topics

1

宮城県環境教育リーダー委嘱状交付式
平成26年第１回リーダー研修会の様子

宮城県環境教育リーダー名簿
氏　名 主な活動実績・得意分野（｢　｣ は演題例） 窓　口

山﨑　義幸
「家庭の省エネ」　「太陽光発電の導入」　「電池から
地球環境を考えよう」「ISO14001 の指導」　「簡単
にできる生ゴミ処理と効果」　「牛乳パック紙すき」

仙南保健所
（0224-53-3118）

平間　正身 廃棄物投棄・不法焼却事案の調査

横山　俊彦 環境マネジメントシステム（特に環境省策定エコア
クション 21）の解説・構築指導・審査

保健環境センター
（022-781-5592）

矢吹眞理子 「グリーンコンシューマーワークショップ買い物
ごっこ」　｢環境問題　私たちにできること｣

大沼　信一 ごみのリサイクル・環境マネジメントシステムの有
効性・ライフサイクルアセスメント（LCA）の指導

佐藤　　清 ｢地球温暖化と私たちの暮らし｣　｢地球温暖化と森
林の役割｣　｢家庭の節電｣

中屋　　猛
「地球温暖化とエネルギー」　｢エネルギーの話～省
エネ・CO2 削減・温暖化防止との関連～｣　｢ゴミ
問題に、私たちができること｣　「家庭の省エネル
ギーのポイント」｢環境経営と環境リスク｣

竹内　健二 ｢循環型社会（低炭素社会）の形成｣　｢地球環境と
地域資源活用｣　｢スポーツと低炭素革命｣

伊藤　秀則 ｢企業と環境経営の導入｣（民間企業への環境情報提
供やマネジメントシステム導入指導等を中心に活動）

髙田　　豊
｢春の森を観察しよう｣　｢自然を食べよう｣　｢水質
と水生生物｣（森林等植物観察・自然体験授業を中
心に活動）

藁谷　哲郎
「容器包装リサイクルを通じた，ゴミの減量と資源
の有効活用による資源循環」３Ｒ（リユース・リ
デュース・リサイクル）について

會澤純一郎 ｢地球環境問題とライフスタイル｣　｢地球温暖化と
気候変動｣　「放射能問題と影響」

塩釜保健所
（022-363-5506）

邊見　徳郎 ｢植物おもしろ散歩道｣　｢花と食｣　植物観察会

今野　　勇
｢私のエコそして太陽光発電｣　「私たちにできる省
エネ」　「くらしと自然エネルギー」　｢くらしと薬草
｣　｢地球も人もメタボ｣

菊地　敏子
｢家庭におけるゴミ減量と温暖化対策｣　｢省エネで
創るスマートシティ｣　「ゴミとリサイクル」　「エコ
生活～楽しくできる省エネについて～」

山下　孝明
｢省エネと CO2 削減について｣　環境マネジメント
システムの概略講習　３Ｒ（リユース・リデュース・
リサイクル）について
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県
で
は
、平
成
26
年
３
月
に
策
定
し
た「
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
促
進
及
び
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」

に
基
づ
き
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
加
速

化
に
向
け
、
宮
城
県
で
は
初
と
な
る
、
県
有

施
設
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
す

る
「
県
有
施
設
の
屋
根
貸
し
事
業
」
の
事
業

者
を
公
募
し
ま
し
た
。

　

本
庁
舎
（
議
会
庁
舎
）、
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
、
東
北
歴
史
博
物
館
、
県
立
学
校

Topics

2

写真上：田尻さくら高等学校
写真下：仙台第三高等学校

な
ど
県
内
11
の
県
有
施
設
を
対
象
と
し
、
施

設
の
屋
根
を
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
と
し

て
事
業
者
に
貸
し
付
け
ま
す
。
事
業
者
は
、

売
電
期
間
（
20
年
）
に
工
事
や
撤
去
の
期
間

を
含
め
た
二
十
数
年
の
間
、
施
設
の
屋
根
に

お
い
て
発
電
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

屋
根
の
使
用
料
を
１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
年
額
50
円
以
上
と
す
る
こ
と
、
災
害
時
に

商
用
電
源
の
電
力
供
給
が
遮
断
さ
れ
た
場

合
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
力
を
無
償
で
使

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
の
条
件
を

満
た
し
た
企
画
提
案
に
つ
い
て
、
外
部
有
識

者
等
か
ら
な
る
選
定
委
員
会
に
お
い
て
審
査

し
た
結
果
、
別
表
の
事
業
者
に
決
定
し
ま
し

た
。施
設
側
と
の
協
議
が
整
っ
た
事
業
者
は
、

県
と
順
次
協
定
を
締
結
し
、
一
部
施
設
で
は

発
電
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
所

が
、
太
陽
光
発
電
所
と
な
る
こ
と
で
、
県
有

施
設
の
有
効
活
用
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
普
及
拡
大
に
よ

る
地
球
温
暖
化
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の

向
上
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

11
施
設
合
計
の
出
力
は
約
１
・
３
メ
ガ

ワ
ッ
ト
、
年
間
発
電
量
は
約
１
５
７
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
で
、
一
般
家
庭
約
４
７
０
世
帯
分

の
年
間
消
費
量
に
相
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
の
提
案
に
よ
り
、
蓄
電
池
の

導
入
及
び
環
境
教
育
に
資
す
る
発
電
状
況
を
示

す
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
で
は
、
今
年
度
、
東
日
本
大

震
災
の
沿
岸
被
災
市
町
を
中
心
に
建
設
が
進

む
災
害
公
営
住
宅
を
対
象
に
、
屋
根
貸
し
事

業
を
行
う
予
定
で
す
。
全
県
分
を
一
括
し
て

事
業
者
を
公
募
し
、
12
月
頃
ま
で
に
事
業
者

を
決
定
し
た
上
で
、
平
成
27
年
３
月
以
降
の

発
電
開
始
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
太
陽
光
を
は
じ
め
と
す
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
導
入
を
す
す

め
、
震
災
復
興
計
画
に
お
い
て
、
復
興
の
ポ

イ
ン
ト
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
い
る
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
エ
コ
タ
ウ
ン

の
形
成
」
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

県有施設屋根貸し事業の発電事業者が決定しました
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地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
え
よ

う
と
、
各
家
庭
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
た
省
エ
ネ
対
策

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
「
う
ち

エ
コ
診
断
士
」
が
、
環
境
省
認

定
の
公
的
資
格
と
し
て
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
う
ち
エ
コ
診
断
士
」

を
目
指
す
方
を
対
象
と
し
た
講

習
会
が
、
平
成
26
年
６
月
22
日
と
７
月
６
日

に
県
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す

る
知
識
習
得
の
た
め
の
講
義
や
、
う
ち
エ
コ

診
断
ソ
フ
ト
を
使
用
し
た
模
擬
演
習
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
受
講
者
は
、「
う
ち
エ
コ
診
断
士
」

資
格
試
験
を
受
験
し
、
資
格
認
定
後
は
「
う

ち
エ
コ
診
断
士
」
と
し
て
、「
う
ち
エ
コ
診

断
実
施
機
関
」
に
登
録
の
う
え
、
実
際
に
診

断
業
務
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
県
か
ら
の
委
嘱
を
受

け
、「
宮
城
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

員
」
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
自
ら
の
企
画
や
県
・
市
町
村
・
各
種

団
体
（
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
セ
ン
タ
ー
み
や
ぎ

な
ど
）
の
要
請
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
の
正
し
い
知
識
・
対
策
の
普
及
活
動

を
行
う
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
民
生
家

庭
部
門
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
を
目

指
し
「
う
ち
エ
コ
診
断
」
の
普
及
啓
発
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
県
内
の
う
ち
エ

コ
診
断
機
関
は
、
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
セ
ン

タ
ー
み
や
ぎ
（
公
益
財
団
法
人
み
や
ぎ
・
環

境
と
く
ら
し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｍ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
Ｎ
）
内
）（
電
話
：
０
２
２

－

３
０
１

－

９
１
４
５
）
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
環
境
政
策
課
温
暖
化
対
策

班
（
電
話
：
０
２
２

－

２
１
１

－

２
６
６
１
）

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

うちエコ診断士等養成研修が
開催されました

Topics

3

施設名 事業者名 計画出力（kW）※３

議会庁舎 株式会社気仙沼商会外（４社の連合体 ※１） 50.4

産業技術総合センター 株式会社気仙沼商会外（４社の連合体 ※１） 113.4

仙台第三高等学校 株式会社ウエストエネルギーソリューション 49.84 ※４

白石高等学校 株式会社オオバ東北支店 271.43

角田高等学校 株式会社ウエストエネルギーソリューション 24.6 ※４

古川黎明高等学校 株式会社オオバ東北支店 219.45

田尻さくら高等学校 株式会社ウエストエネルギーソリューション 49.84 ※４

小牛田農林高等学校 株式会社ウエストエネルギーソリューション 47.97 ※４

工業高等学校 株式会社ウエストエネルギーソリューション 49.84 ※４

聴覚支援学校小牛田校
小牛田高等学園

宮城サスティナブルエナジー
有限責任事業組合 ※２

67.47

東北歴史博物館 株式会社オオバ東北支店 404.25

※１　株式会社気仙沼商会，早水電機工業株式会社，エイ・ジー・サービス株式会社，ソーラーフロンティア株式会社
※２　トーワ電機株式会社，パワーシェアー株式会社による LLP
※３　計画出力は，発電事業者決定時点の企画提案内容であり，今後の協議によっては変更となる可能性があります。
※４　発電を開始している施設であり，実際のパネル設置容量となります。

屋根貸し対象施設・発電事業者一覧〈別表〉
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環
境
政
策
課
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
金

普
及
進
む
太
陽
光
発
電

高
ま
る
事
業
者
の
省
エ
ネ
意
識

　

県
で
は
、
県
内
の
事
業
者
を
対
象
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
県
内
は
、
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
停
止
に
よ
り
火
力
発
電
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
同
じ
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
発
電
量
で
も
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
多
く
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
電
気
料
金
も
高
止
ま
り
し
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
に
向
け
た
取
組
、
分
散
型
電
源
の
確
保
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
向
け
た
取
組
な
ど
を
一

層
促
進
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
平
成
26
年
度
の
事
業
者
向
け
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
の
採
択
状
況

等
を
報
告
し
な
が
ら
、
県
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
状
況
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
動
き

を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
本
特
集
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
支
援
事
業
（
第
一
期
）
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
コ
ス
ト
削
減
実
践
支
援
事
業
（
第
一
期
）

の
交
付
決
定
時
の
状
況
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

■ 

普
及
進
む

　

 

太
陽
光
発
電

　

太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、

地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ

り
発
電
さ
れ
た
電
気
に

つ
い
て
、
国
が
定
め
た
調

達
価
格
・
調
達
期
間
で

電
気
事
業
者
が
買
い
取

る
こ
と
を
義
務
付
け
た

固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ

Ｉ
Ｔ
）。
平
成
24
年
７
月

に
開
始
さ
れ
て
以
来
、
設

置
の
容
易
さ
な
ど
か
ら
、

太
陽
光
発
電
へ
の
参
入

が
そ
の
大
半
を
占
め
て

特　集

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

本
年
度
、
パ
ネ
ル
価
格
の
下
落
等
に
よ

り
、
固
定
買
取
価
格
が
一
段
と
低
下
し
た
も

の
の
、
依
然
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
へ
の
参

入
意
欲
は
高
い
と
見
え
る
。
県
が
本
年
度
実

施
し
た
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
支
援
事

業
」（
第
一
期
）
に
は
、15
件
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
全
件
が
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
を
含

む
案
件
で
あ
っ
た
事
実
が
こ
れ
を
裏
打
ち
し

て
い
る
。
な
お
、
第
一
期
で
申
請
の
あ
っ
た

15
件
は
、
全
件
採
択
と
な
っ
た
。

　

第
一
期
に
採
択
し
た
案
件
の
太
陽
光
発
電

総
量
は
４
メ
ガ
ワ
ッ
ト
相
当
と
な
り
、
昨

年
度
と
比
べ
、
１
・
２
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
減
少

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
パ
ネ
ル
価
格
の
下

落
等
を
見
込
み
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
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入
に
つ
い
て
、
補
助
上
限
額
を
昨
年
度
の

１
０
０
０
万
円
か
ら
５
０
０
万
円
に
減
額
し

た
一
方
で
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
リ
ー
ン
投
資
減

税
」
に
よ
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
選
択
さ

れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
、
買
取
価
格
の
下
落

に
よ
り
太
陽
光
発
電
へ
の
参
入
速
度
が
あ
る

程
度
落
ち
着
き
を
見
せ
た
こ
と
な
ど
が
起
因

し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　

採
択
案
件
は
、
出
力
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら

１
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
中
小
規
模
案
件
が
中

心
で
、
そ
の
取
り
入
れ
や
す
さ
か
ら
県
内
中

小
企
業
の
申
請
が
多
か
っ
た
点
に
つ
い
て

は
、
県
の
施
策
目
的
と
合
致
し
て
い
る
結
果

と
な
っ
た
。

■ 

屋
根
貸
し
事
業
へ
も
補
助

　

採
択
案
件
の
設
備
設
置
場
所
に
つ
い
て

は
、
事
業
所
の
屋
上
や
休
耕
中
又
は
遊
休
の

農
地
な
ど
事
業
者
の
実
情
に
合
わ
せ
た
展
開

と
な
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
本
年
度
よ
り
い
わ
ゆ
る
「
屋

根
貸
し
事
業
」
も
補
助
対
象
と
し
た
（
一
般

に
、
屋
根
貸
し
事
業
は
、
小
規
模
な
出
力
の

案
件
が
多
い
た
め
、
申
請
要
件
を
満
た
さ
な

い
場
合
が
あ
る
が
、
本
年
度
よ
り
、
同
時
に

施
行
す
る
１
件
の
事
業
と
し
て
近
接
す
る
複

数
の
屋
根
に
設
置
す
る
場
合
、
そ
の
合
計
出

力
を
申
請
出
力
と
す
る
こ
と
と
し
た
。）
と

こ
ろ
、
今
年
度
は
１
件
を
採
択
。
複
数
地
点

で
は
な
い
が
、
第
三
者
が
所
有
す
る
建
物
の

屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
事
業

で
、
県
で
も
資
産
の
有
効
活
用
に
資
す
る
と

考
え
て
い
る
。

　

平
成
26
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
わ
が

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中
長
期
的
な
指
針

と
な
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
に
お
い

て
は
、
自
然
の
恵
み
を
生
か
す
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
へ
の
取
組
強
化
を
指
摘
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
、
普
及
に
つ

い
て
「
重
要
な
低
炭
素
の
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
３
年
程
度
、
導

入
を
最
大
限
加
速
し
、
そ
の
後
も
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
と
し
た
。
県
に
お
い
て
も
、

こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
、
国
の
動
向
も

十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

■ 

地
中
熱
利
用
初
採
択

　

一
方
で
、
県
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
っ

て
い
く
上
で
の
課
題
は
、
太
陽
光
偏
重
の
是

正
。
平
成
26
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
促
進
及
び
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
で

も
、
参
入
が
著
し
い
太
陽
光
発
電
に
加
え
、

様
々
な
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
持
続
的

に
活
用
す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
以
外
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、本
補
助
事
業
開
始
以
来
、

太
陽
熱
利
用
（
１
件
）
以
外
は
全
て
太
陽
光

発
電
設
備
へ
の
補
助
で
あ
っ
た
が
、
本
年
度

は
、
初
め
て
、
地
中
熱
利
用
案
件
の
申
請
が

な
さ
れ
た
。

　

地
中
熱
利
用
は
、
暖
気
・
冷
気
、
温
水
・

冷
水
、
不
凍
液
な
ど
の
流
量
を
調
節
す
る
機

能
を
有
す
る
設
備
で
、
冷
却
能
力
又
は
加
熱

能
力
が
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
が
補
助
対
象
と
な
る
。
今
回
の
案
件
は
、

事
業
所
の
敷
地
内
に
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

を
設
置
し
、
事
業
所
の
冷
暖
房
に
利
用
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

地
中
熱
利
用
導
入
の
ほ
か
、
本
年
度
、
県

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
状
況
を
分
析
し
、
太
陽
光
以
外
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
が
な
さ
れ
る
よ
う
制
度
設
計

を
し
た
結
果
、
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
や
ガ
ス

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
様
な
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
関
す
る
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
補
助
事
業
を
担
当
し
た
県
環
境
政
策
課

環
境
産
業
振
興
班
の
赤
間
祐
子
主
事
は
、「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
及
び
多
様

化
を
推
進
し
て
き
た
当
課
と
し
て
は
、
太
陽

光
発
電
案
件
以
外
の
案
件
も
採
択
す
る
こ
と

が
で
き
、
施
策
に
前
進
の
兆
し
を
感
じ
る
。

地
元
の
事
業
者
の
熱
意
と
我
々
の
補
助
事
業

と
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
成
果
と
評
価
し
た

い
。
今
後
も
、
地
域
や
事
業
者
の
実
情
に
合

わ
せ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大

及
び
多
様
化
に
向
け
て
尽
力
し
た
い
。」
と

話
す
。

　

県
で
は
、
引
き
続
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
拡
大
に
向
け
て
、
ア
ド
バ
イ
ス

等
支
援
を
行
う
ほ
か
、
補
助
事
業
等
を
通
し

て
、
事
業
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
図
っ

て
い
く
予
定
だ
。

新エネルギー設備
導入支援事業

過去の補助事業より（太陽光発電）
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■ 

高
ま
る
事
業
者
の

　

 

省
エ
ネ
意
識

　

企
業
の
環
境
意
識
の
変
化
、
高
止
ま
り
す

る
電
力
料
金
等
を
背
景
に
平
成
26
年
度
に
実

施
し
た
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
コ
ス
ト
削
減
実

践
支
援
事
業
」（
第
一
期
）
へ
の
応
募
件
数

は
38
件
に
達
し
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
事
業

者
の
省
エ
ネ
意
欲
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

県
で
は
、
依
然
と
し
て
高
い
需
要
が
見
込

め
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
予
算
額
を
昨

年
度
比
２
０
０
０
万
円
増
の
１
億
５
０
０
０
万

円
で
本
事
業
を
実
施
し
た
た
め
、
全
申
請
38

件
が
採
択
と
な
り
、
昨
年
度
に
比
べ
23
件
の

大
幅
増
と
な
っ
た
。

　

補
助
対
象
事
業
と
し
て
は
、
従
来
型
電
灯

か
ら
高
効
率
照
明
に
替
え
る
ケ
ー
ス
が
多
数

見
ら
れ
た
。
特
に
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替

え
る
場
合
に
は
多
く
の
二
酸
化
炭
素
が
削
減

さ
れ
る
一
方
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
価
格
も
低
下
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効
果
が
高

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
高
効
率
エ
ア
コ
ン
や
高
効
率

ボ
イ
ラ
ー
へ
の
導
入
も
確
認
で
き
た
。
特
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

制
度
に
お
け
る
商
品
を
選
択
し
た
も
の
が
多

く
、
二
酸
化
炭
素
を
１
ト
ン
削
減
す
る
の
に

必
要
な
費
用
が
低
い
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。

■ 

高
度
化
す
る
省
エ
ネ

　

 

― 

Ｅ
Ｍ
Ｓ
利
用

　

本
年
度
の
省
エ
ネ
補
助
で
は
、
新
設
す
る

省
エ
ネ
機
器
を
さ
ら
に
効
率
的
に
運
用
す
る

た
め
、「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
枠
」
を
設
置
し
、
同
枠
に

よ
る
申
請
に
つ
い
て
は
優
先
的
に
採
択
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

こ
れ
は
、
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
に
加
え
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
見
え
る
化
」
や
ム
ダ
な
消

費
電
力
を
抑
え
る
た
め
の
電
気
製
品
の
調

整
、
電
気
料
金
を
抑
え
る
た
め
の
助
言
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
同
時
に

導
入
す
る
こ
と
で
、
事
業
者
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
を
期
待
し
た
も

の
だ
。

　

こ
の
結
果
、
全
採
択
件
数
38
件
の
う
ち
、

Ｅ
Ｍ
Ｓ
枠
は
２
件
の
採
択
と
な
っ
た
。
Ｅ
Ｍ

Ｓ
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
一
定
の
効
果
が

認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
価
格
等
の
面
か
ら
普

及
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
県
と
し
て

も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
「
見
え
る
化
」
を

促
進
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
加
速
化
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

■ 
県
内
環
境
関
連
産
業

　

 
へ
の
支
援

　

ま
た
、
環
境
関
連
産
業
の
地
産
地
消
を
推

進
す
る
た
め
、「
県
産
認
定
品
枠
」を
新
設
し
、

「
宮
城
県
「
新
商
品
」
特
定
随
意
契
約
制
度
」

又
は
「
宮
城
県
グ
リ
ー
ン
製
品
」
の
認
定
商

品
を
そ
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
と

県
内
環
境
関
連
産
業
の
振
興
を
図
っ
た
。
こ

の
枠
に
よ
る
申
請
で
は
、
認
定
品
の
補
助
率

を
２
分
の
１
と
優
遇
し
、
県
産
品
使
用
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
第
一
期
の
公
募
で
は
申
請

が
な
か
っ
た
が
、
地
元
経
済
へ
の
波
及
効
果

を
期
待
し
、今
後
も
継
続
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

省
エ
ネ
補
助
を
担
当
し
た
県
環
境
政
策
課

環
境
産
業
振
興
班
の
村
上
達
哉
主
事
は
、「
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
省
エ
ネ
補
助
に

つ
い
て
も
、
毎
年
度
見
直
し
を
図
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
度
化

を
図
る
た
め
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
枠
を
設
け
た
ほ
か
、

県
内
で
頑
張
る
中
小
企
業
を
応
援
し
よ
う
と

県
産
認
定
品
枠
を
新
設
、
申
請
は
わ
ず
か
で

し
た
が
両
枠
と
も
に
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
常
に
業
界
や
事
業
者
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
時
代
に
即
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン

グ
な
補
助
事
業
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
話
し
て
い
る
。

　

今
後
も
県
と
し
て
は
、
産
業
界
全
体
の
低

炭
素
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
育
成
を
同
時
に

進
め
て
い
く
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
の
加
速
化
の

動
き
に
合
わ
せ
、
地
元
企
業
の
製
品
開
発
や

取
引
拡
大
を
目
指
し
た
関
連
新
製
品
の
開
発

支
援
、
産
学
官
が
結
集
し
た
取
組
へ
の
支
援

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　

県
環
境
政
策
課
環
境
産
業
振
興
班

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
２

－

２
１
１

－

２
６
６
４

省エネルギー・
コスト削減実践支援事業

過去の補助事業より（空冷ヒートポンプチラー）
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県
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

促
進
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
及
び
県
民
の
皆

様
の
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
県
民
の
方
々
に
対
し
て
、
経

費
の
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

●
申
請
受
付
期
間

　

平
成
27
年
２
月
27
日
（
金
）
必
着

※
申
込
み
の
状
況
に
よ
り
、
予
算
額
に
達

し
た
場
合
は
、
期
限
前
に
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

●
補
助
金
額

　

１
件
あ
た
り　

６
万
円
（
定
額
）

※
た
だ
し
、
県
内
所
在
工
場
で
生
産
の
太

陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
置
し
た
場

合
、２
万
円
上
乗
せ
（
現
在
対
象
な
し
）

●
補
助
対
象
者（
以
下
の
全
て
を
満
た
す
方
）

　

・
県
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
又
は
県

内
に
本
拠
を
置
く
（
本
社
・
本
店
が

あ
る
）
法
人
が
、
住
居
と
し
て
使
用

す
る
建
物
で
あ
る
こ
と
。

　
　

※
個
人
事
業
主
も
含
み
ま
す
。

　

・
全
て
の
県
税
に
未
納
が
な
い
こ
と
。

　

・
電
力
会
社
と
電
力
受
給
契
約
を
結
ん
で

い
る
こ
と
。

　

・
電
力
受
給
開
始
日
が
平
成
26
年
１
月
１
日

～
平
成
26
年
12
月
31
日
の
間
で
あ
る
こ
と
。

　

・「
み
や
ぎ
ｅ
行
動
（eco do!

）
宣
言
」

の
登
録
を
行
う
こ
と
。

●
申
請
窓
口

　

公
益
財
団
法
人 

み
や
ぎ
・
環
境
と
く
ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
０

－

２
８
１
１

－

３
５
１
０

　
　
　
　
　

０
８
０

－

８
２
１
４

－

１
２
８
６

●
制
度
全
般
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
室

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
２

－

２
１
１

－

２
６
５
４

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
推
進
し
、
低
炭

素
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
家
庭
に
お
け

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
を
目
的
に
、
既
存

住
宅
の
断
熱
改
修
を
行
う
県
民
の
方
に
工
事

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
申
請
受
付
期
間

　

平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）
ま
で

※
申
込
み
の
状
況
に
よ
り
予
算
額
に
達

し
た
場
合
は
期
限
前
で
も
受
付
終
了

し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　
（
以
下
の
①
～
④
を
満
た
す
方
）

①
県
内
に
住
宅
を
所
有
す
る
個
人
又
は
法

人
（
貸
家
個
人
事
業
主
を
含
む
。）

②
全
て
の
県
税
に
未
納
が
な
い
こ
と
。

③
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

④
「
わ
た
し
の
ｅ
行
動
（eco do!

）
宣
言
」

の
登
録
を
行
う
こ
と
。

●
補
助
対
象
と
な
る
住
宅

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が

自
ら
県
内
に
所
有
す
る
住
宅
及
び
共
同
住
宅

で
、
居
住
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
又
は
今

後
居
住
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
。

●
補
助
対
象
と
な
る
工
事

　
（
部
位
は
下
図
参
照
）

①
窓
等
の
開
口
部
（
居
室
の
全
て
を
改
修

す
る
こ
と
。）

②
屋
根
・
天
井
・
小
屋
裏

③
外
気
に
接
す
る
壁

④
外
気
に
接
す
る

（
通
じ
る
）
床

※
断
熱
改
修
工
事

に
使
用
す
る
建

具
、
ガ
ラ
ス
及
び

断
熱
材
は
、
知

事
が
別
に
定
め

た
性
能
を
満
た

す
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

●
補
助
金
額

　

断
熱
改
修
工
事
費

の
10
分
の
１
内
の
額

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

　

た
だ
し
、
上
限
額

は
（
３
）
①
1
棟
あ

た
り
10
万
円
、
②
～

④
の
い
ず
れ
か
（
全

部
で
も
）
1
棟
あ
た

り
25
万
円
、
①
と
②

～
④
の
い
ず
れ
か
を

同
時
施
工
１
棟
あ
た

り
35
万
円

●
申
請
窓
口

　

株
式
会
社
東
北
建
築
セ
ン
タ
ー
（
分
室
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
２

－

３
４
６

－

１
７
９
５

●
制
度
全
般
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

県
環
境
政
策
課
温
暖
化
対
策
班

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
２

－

２
１
１

－

２
６
６
１

住
宅
用
太
陽
光
発
電
補
助
の

お
知
ら
せ

既
存
住
宅
の

断
熱
改
修
補
助
の
お
知
ら
せ



誌
は
、
県
内
事
業
者
の
皆
様
の
環

境
配
慮
活
動
を
御
紹
介
し
た
り
、

県
の
環
境
に
関
す
る
取
組
を
御
紹
介
し
た

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
の
皆
様
の
環

境
意
識
を
一
層
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
発
行
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
命
を
受
け
た
の
が
、
実
は
理
系
の

Ｍ
と
、
文
系
人
生
ま
っ
し
ぐ
ら
の
私
Ａ
。

「
リ
ケ
ジ
ョ
」（
理
系
の
女
性
）
と
い
う
言

葉
は
、
昨
今
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
な
い
ほ
ど
注
目
を
浴
び

ま
し
た
が
、
文
系
の
女
性
は
何
と
い
う
の

で
し
ょ
う
。「
ブ
ケ
ジ
ョ
」？
…
武
家
じ
ゃ

あ
る
ま
い
し
。「
ブ
ン
ジ
ョ
」
？
…
な
ん

だ
か
切
な
い
で
す
ね
。

　

あ
、
い
え
、
話
が
逸
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
々
の
業
務
や
本
誌
の
取
材

を
通
じ
て
、「
環
境
」
の
世
界
が
理
系
の

世
界
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る

こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
る
の
で
し

た
。
現
場
で
は
、
文
系
の
私
に
は
右
か
ら

入
っ
て
左
へ
抜
け
る
用
語
や
化
学
式
が
飛

び
交
っ
て
い
ま
す
。
本
誌
の
発
行
も
、
丁

寧
に
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
県
民
の

皆
様
、
環
境
配
慮
活
動
に
賢
明
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
事
業
者
の
皆
様
、
知
識
や
経

験
が
豊
富
な
職
員
や
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
し
っ
か
り

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

Ｍ
さ
ん
な
ど
、
数
多
く
の
方
々
に
助
け
て

い
た
だ
い
て
よ
う
や
く
実
現
し
た
も
の
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
環
境
」
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
場

そ
の
も
の
で
す
。
生
活
の
場
で
生
ま
れ
た

も
の
を
ど
の
よ
う
な
形
で
地
球
に
還
元
す

る
か
、
そ
の
視
点
は
、
理
系
に
も
文
系
に

も
等
し
く
重
要
な
も
の
で
あ
り
、「
環
境

配
慮
活
動
」
と
は
、「
己
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
」
を
冷
静
に
見
つ
め
る
こ
と
に
尽

き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
東
日
本
大
震

災
後
、
県
は
、
環
境
政
策
に
お
い
て
、
一

層
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

実
現
に
は
、
県
民
の
皆
様
、
事
業
者
の
皆

様
の
御
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
本
誌
が
、

読
ま
れ
た
方
々
に
と
っ
て
、「
私
も
や
っ

て
み
よ
う
」、「
わ
が
社
に
も
で
き
る
か
な
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
付
き
の
き
っ
か
け
に

な
り
、
結
果
と
し
て
、
県
内
の
環
境
配
慮

活
動
の
普
及
に
つ
な
が
る
日
が
来
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、「
リ
ケ
メ
ン
」
の
Ｍ
さ
ん
、

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ん
か
ら
引
き
継
い
で
、
リ
ケ
メ

ン
の
Ｍ
で
す
。
自
称
し
て
み
た
も

の
の
〝
リ
ケ
メ
ン
〟
な
ん
て
初
め
て
聞
き

ま
し
た
…
。

　

さ
て
、
Ａ
さ
ん
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
廃
棄
物
の
３
Ｒ
の
分
野

で
は
、
専
門
用
語
が
多
く
、
困
惑
し
て
し

ま
う
こ
と
も
た
ま
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
、
３

Ｒ
な
ど
の
言
葉
は
、
最
近
に
な
っ
て
良
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
全
国
で
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
が

大
々
的
に
進
ん
で
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
情
報
誌
で
は
、
県
内
の
環
境
配

慮
活
動
を
特
集
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的

は
Ａ
さ
ん
が
示
す
よ
う
に
、
更
な
る
活

動
の
促
進
を
図
る
た
め
で
す
。

　

再
び
第
２
号
と
し
て
、
こ
の
情
報
誌
を

皆
さ
ま
の
お
手
元
に
お
届
け
で
き
る
よ
う

に
県
内
事
業
者
の
方
な
ど
の
先
進
的
な
取

組
等
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
単
に
情
報
収
集
す
る

の
で
は
な
く
、
各
種
補
助
事
業
や
環
境
産

業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
派
遣
事
業
に
よ

り
、
皆
さ
ま
の
活
動
を
支
援
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

発行月：平成 26 年 10 月　　　発行：宮城県環境生活部環境政策課環境産業振興班
TEL：０２２－２１１－２６６４　　FAX：０２２－２１１－２６６９
E-mail：kankyoi@pref.miyagi.jp

本

Ａ

あとがき

この印刷物は植物油インキで印刷しています


